
臨床家として

いつも明るくいなさい。患者さんの心は落ち込んでいる
私服も気にしなさい。私たちは治療者である。施設の外で患者さんに出会った時に、恥ずかしくない服装でいなさい
いつも謙虚でいなさい
先生といわれることに満足してはいけない

患者さんには真剣に向き合いなさい
患者さんは治療されるために、あなたのところにいらしている。話をするためにいらしているのではない

治療前後の変化は必ずある。もし、なければ、なにかが間違っている。それは評価である。
患者さんのことを常に考えていなさい。自分の家族と一緒である

理学療法士は、基本動作を改善させる職種である
理学療法士は、精神面を改善させる職種ではない
基本動作が改善することによって起こる生活の変化が、精神面の変化につながる

経験年数は患者さんには関係ない。患者さんが支払う治療費は経験年数とは関係ない

症例をまとめて、論文にしなさい。患者さんは論文をリサーチしている
患者さんから「あなたに治療してほしい」と思われるような理学療法士になりなさい


